
告

示

別
表
第
一
号

第
一
級
総
合
無
線
通
信
士
又
は
第
二
級
陸
上
無
線
技
術
士
の
認
定
講
習
課
程

講
習
科
目

講

習

項

目

最
低
講
習

時
間
数

履
修
方
法

無
線
工
学

一

電
子
技
術

十
八

講
義
又
は
演
習

１

電
子
デ
バ
イ
ス

ア

半
導
体

イ

接
合
型
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ

ウ

電
界
効
果
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ

エ

集
積
回
路

オ

電
子
管

２

増
幅
、
発
振
、
変
調
及
び
復
調
回
路

ア

増
幅
回
路

イ

発
振
回
路

ウ

変
調
及
び
復
調

二

無
線
通
信
シ
ス
テ
ム

七
十
八

１

無
線
通
信
方
式
（
デ
ジ
タ
ル
方
式
無
線
通
信
技
術
）

ア

デ
ジ
タ
ル
伝
送

イ

デ
ジ
タ
ル
変
復
調

ウ

パ
ル
ス
符
号
変
復
調

エ

デ
ジ
タ
ル
無
線
通
信
及
び
誤
り
制
御
技
術

オ

直
交
周
波
数
分
割
多
重
方
式

カ

ス
ペ
ク
ト
ル
拡
散
方
式

キ

多
元
接
続
方
式

２

送
受
信
装
置

ア

Ｃ
Ｄ
Ｍ
Ａ
方
式
無
線
電
話
装
置

イ

Ｔ
Ｄ
Ｍ
Ａ
方
式
無
線
電
話
装
置

ウ

Ｓ
Ｓ
Ｂ
送
受
信
装
置

エ

ア
ナ
ロ
グ
Ｆ
Ｍ
方
式
無
線
電
話

オ

衛
星
通
信
装
置
（
イ
ン
マ
ル
サ
ッ
ト
を
含
む
。）

カ

衛
星
非
常
用
位
置
指
示
無
線
標
識

キ

混
信
等

３

電
源
装
置

ア

直
流
電
源

イ

電
池
（
バ
ッ
テ
リ
）

ウ

浮
動
充
電
方
式

エ

コ
ン
バ
ー
タ
ー

オ

無
停
電
電
源
装
置

４

電
波
航
法

ア

Ｇ
Ｐ
Ｓ

イ

レ
ー
ダ
ー
技
術

ウ

無
線
航
法
援
助
装
置
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注

無
線
局
の
監
督
に
際
し
て
、
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
法
令
に
関
す
る
事
項
を
含
む
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
六
条
及
び
第
七
条
の
改
正
規
定
は
公
布
の

日
か
ら
、
別
表
第
二
十
四
号
の
改
正
規
定
は
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
総
務
省
告
示
第
二
号

無
線
従
事
者
規
則
（
平
成
二
年
郵
政
省
令
第
十
八
号
）
第
三
十
四
条
第
十
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
九
年
郵
政
省

告
示
第
三
百
十
九
号
（
認
定
講
習
課
程
の
修
了
試
験
の
方
法
を
定
め
た
件
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二

十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

平
成
二
十
四
年
一
月
十
一
日

総
務
大
臣

川
端

達
夫

第
三
項
第
一
号
中
「
平
成
九
年
郵
政
省
告
示
第
三
百
十
八
号
（
認
定
講
習
の
実
施
要
領
を
定
め
る
件
）」を
「
平
成
二

十
四
年
総
務
省
告
示
第
三
号
（
認
定
講
習
課
程
に
つ
い
て
別
に
告
示
す
る
要
件
及
び
講
習
時
間
並
び
に
実
施
要
領
を
定

め
る
件
）」に
改
め
る
。

〇
総
務
省
告
示
第
三
号

無
線
従
事
者
規
則
（
平
成
二
年
郵
政
省
令
第
十
八
号
）
第
三
十
四
条
第
七
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
認
定
講
習
課
程
に

つ
い
て
総
務
大
臣
が
別
に
告
示
す
る
要
件
及
び
講
習
時
間
並
び
に
実
施
要
領
を
次
の
よ
う
に
定
め
、
平
成
二
十
五
年
四

月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

な
お
、
平
成
九
年
郵
政
省
告
示
第
三
百
十
八
号
（
認
定
講
習
課
程
の
実
施
要
領
を
定
め
る
件
）
及
び
平
成
十
五
年
総

務
省
告
示
第
二
百
三
十
七
号
（
第
三
級
海
上
無
線
通
信
士
の
認
定
講
習
課
程
に
つ
い
て
総
務
大
臣
が
別
に
告
示
す
る
要

件
、
講
習
時
間
及
び
実
施
要
領
に
つ
い
て
定
め
る
件
）
は
、
平
成
二
十
五
年
三
月
三
十
一
日
限
り
廃
止
す
る
。

平
成
二
十
四
年
一
月
十
一
日

総
務
大
臣

川
端

達
夫

一

従
事
者
規
則
第
三
十
四
条
第
七
号
に
規
定
す
る
総
務
大
臣
が
別
に
告
示
す
る
要
件
及
び
講
習
時
間
は
、
次
の
と
お

り
と
す
る
。

第
三
級
海
上
無
線
通
信
士
の
認
定
講
習
に
つ
い
て
、
現
に
第
一
級
海
上
特
殊
無
線
技
士
の
資
格
を
有
し
、
か
つ
、

当
該
資
格
に
よ
り
船
舶
局
の
無
線
設
備
の
国
際
通
信
の
た
め
の
操
作
に
三
年
以
上
従
事
し
た
経
歴
を
有
す
る
者
で

あ
っ
て
、
現
に
船
舶
職
員
及
び
小
型
船
舶
操
縦
者
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
四
十
九
号
）
第
五
条
に
定
め
る
一

級
、
二
級
又
は
三
級
海
技
士
（
航
海
）
の
資
格
を
有
す
る
者
に
つ
い
て
は
、
英
語
の
講
習
科
目
の
講
習
時
間
を
二
十

三
時
間
以
上
と
す
る
。

二

従
事
者
規
則
第
三
十
四
条
第
七
号
に
規
定
す
る
総
務
大
臣
が
別
に
告
示
す
る
実
施
要
領
は
、次
の
と
お
り
と
す
る
。

１

講
習
課
程
（
従
事
者
規
則
第
三
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
認
定
講
習
課
程
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
実
施
要

領
は
、
講
習
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
の
有
す
る
無
線
従
事
者
の
資
格
及
び
業
務
経
歴
に
照
ら
し
、
従
事
者
規
則
第

五
条
に
規
定
す
る
試
験
科
目
の
国
家
試
験
に
合
格
す
る
に
十
分
な
知
識
及
び
技
能
を
修
得
す
る
こ
と
を
目
標
と
し

て
、
別
表
第
一
号
か
ら
別
表
第
七
号
ま
で
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
る
こ
と
。

２

講
習
課
程
の
講
習
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
電
波
法
施
行
令
（
平
成
十
三
年
政
令
第
二
百
四
十
五
号
）
第
三
条
の

規
定
に
よ
り
、
取
得
し
よ
う
と
す
る
無
線
従
事
者
の
資
格
を
有
す
る
者
の
行
い
、
又
は
そ
の
監
督
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
無
線
設
備
の
操
作
の
範
囲
と
現
に
有
す
る
無
線
従
事
者
の
資
格
を
有
す
る
者
の
行
い
、
又
は
そ
の
監
督
を

行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
を
比
較
し
、
そ
の
不
足
す
る
部
分
に
つ
い
て
重
点
的
に
講
習
を
行
う
も
の
と
す
る
。

３

一
日
の
講
習
時
間
は
、
二
時
間
以
上
七
時
間
以
内
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
総
務
大
臣
が
他
の
講
習
時
間
に
よ

る
こ
と
が
適
当
と
認
め
た
場
合
は
こ
の
限
り
で
な
い
。

４

講
習
課
程
は
、
標
準
と
し
て
、
講
習
時
間
の
単
位
を
六
十
分
又
は
九
十
分
と
す
る
こ
と
。
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